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【概要】

医療現場での歩行器と点滴スタンドは、従来、別々のものであったが、山口
大学医学部附属病院の後藤看護婦長らは、点滴スタンドと歩行器が一体
化した形を提案し、（株）伸和精工と共同で歩行器に取り付け可能な点滴ス
タンドを開発してきた。山口県からも支援を受け、開発された点滴スタンドは、
意匠登録（意匠登録第1551776号、登録日：平成28年5月13日）され、（株）
伸和精工より“てんてく棒”の商品名で製品化された。

【てんてく棒の特徴】

 患者様が歩行器で点滴しながら安心してスムーズに歩行できる。

 点滴スタンドの取り付けも簡単。既存の折りたたみ歩行器に、2か所
付属の接続部品で取り付け固定するだけである。

 歩行器の左右どちらでも取り付け可能。点滴を投与する腕によって
取り付け位置を変えることができる。

 輸液ポンプも１台取り付け可能である。

パンフレット：株式会社伸和精工より提供


